○朝日の家、朝日の部屋の前廊下

ドアの右に立っている朝日。左に立っている邦道。二人とも壁に背中を預けている。

　朝　日「……教えてくれればよかったのに」

　邦　道「ん、何を？」

　朝　日「あの子のことよ。魔女とか、魔法とか、秘密にすることなかったじゃない」

　邦　道「言ったら信じたのか？」

　朝　日「それは、すぐには信じなかったでしょうけど……」

　邦　道「それに、巻き込みたくなかったんだよ。さっきの見たなら分かるだろ。枢軸とか言う奴らが邪魔してるんだ。危ない目に会うかもしれない」

　朝　日「……冗談じゃないわよ」

指を突きつける朝日。

　朝　日「だったら尚更、自分だけで何とかしようなんて思うんじゃないわよ！　いい？　デモに行くにも集会に行くにも、全部あたしがセッティングしてあげてるんじゃない！　一人じゃ何も出来ないくせに、あたしに気を使って背負い込もうなんて百年早いのよ！」

勢いに押されて仰け反る。

　邦　道「あ、ああ……」

朝日、目を逸らして。

　朝　日「まぁ、いいわ。……心配してくれたことは、ちょっと嬉しかったし……」

　邦　道「え？」

　朝　日「べ、別になんでもないわよ」

と、朝日の部屋のドアが開く。中から顔だけ出すリティ。

　邦　道「どうした？」

困っているリティ。

　邦　道「とりあえず、出てこいよ」

躊躇ってから、出てくる。

朝日の服を着たリティ、あまり似合っていない。

リティ、困惑顔。

　朝　日「……ちょっとサイズが合わないわね」

リティを上から下にスクロールして映しながら。

　邦　道「さすがに無理だったか。リティは小柄で女の子っぽい体格してるからなぁ」

ぴく。

朝日の頬が引きつる。

　邦　道「けど、ズボンの丈は合ってるな。問題は上半身か」

ぴくぴく。

　邦　道「朝日、中学の頃の服って取ってないか？　ああでも、そうすると胸がきつ……」

めき。

地に伏した邦道。拳を固めた朝日。びっくりしたりティ。

　朝　日「いい加減にしなさい」

　邦　道「何でだ……」

○マジカルソビエト

円卓。座っているのは三人。スターリン。ヴォローシロフ。フルシチョフ。

それぞれの前に、ネームプレートが置いてある。空席にはキムとマオのネームプレートもあるが、キムの名前は横線が引かれて消されている。

　スターリン「それでは、会議を始めよう」

テーブルに穴があき、中から出てくるリボルバー式拳銃。

　スターリン「ヴォローシロフ」

拳銃、勝手にヴォローの方へ滑っていく。ヴォロー、それを手にとって。

　ヴォローシロフ「キムの後任として送り込んだリティは、石平市に到着と同時にマジカル枢軸の戦闘員と交戦し、これを撃破。先程、マジカル枢軸の魔女であるノイジーも退けたという情報も入りました」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

　ヴォローシロフ「戦果として、これ以上のものはないでしょう」

言いながら、テーブルの上をフルシチョフに向かって拳銃を滑らす。

　フルシチョフ「それはそれは、立派なものですな」

フルシチョフ、拳銃を手にとって。

　フルシチョフ「このまま石平市の左傾化が進めば、遠からずマジカルソビエトは力を取り戻すでしょう」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

　フルシチョフ「何も心配は無いのではないですかな」

言いながら、テーブルの上をヴォローに向かって拳銃を滑らす。

ヴォロー、拳銃を手にとって。

　ヴォローシロフ「不安要素は、あのノイジーという魔女だ。彼女は突然枢軸側の魔女として現れ、瞬く間にキムを失脚へと追いやった。それだけの実力を持ちながら、正体は未だ判明していない」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

　スターリン「それだけではない」

スターリン、ヴォローに目配せ。

それを受け、ヴォローが拳銃をスターリンに向かって滑らす。

スターリン、拳銃を手にとって。

　スターリン「思想の波動が揺れておる。物陰で震えるユダヤの娘のように、魔界の大気が侵略に怯えてな」

ヴォローとフルシチョフの視線が鋭さを増す。

　スターリン「ヒトラーが動き出した」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

フルシチョフがうめく。

　フルシチョフ「では……」

　スターリン「もはや猶予は少ない。〈船〉の開発を急げ、フルシチョフ」

スターリン、テーブルの上をフルシチョフに向かって拳銃を滑らす

　フルシチョフ「お任せください。まもなく試作機である〈スプートニク〉が完成いたします」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

テーブルの上をスターリンに向かって拳銃を滑らす

スターリン拳銃を拾うが、弄ぶだけで引き金は引かない。

　スターリン「失望させるでないぞ。……それともう一つ。これはまあ、全くどうでもいいのだが」

ばん！　と扉が開く。入ってくるのは、プレハーノフ。

　プレハーノフ「スターリンはいるか」

スターリン、睨みつける。

　スターリン「プレハーノフ。同じマジカルソビエトにあって、対立勢力である貴様が、何の用だ」

テーブルの上を、プレハーノフに向かって拳銃を滑らす。円卓の直径を拳銃が滑っていく。

　プレハーノフ「決まっている。貴様が人間界に送り込んだサイレント魔女のことだ！」

プレハーノフ、拳銃を手にとってこめかみに当てる。

　プレハーノフ「着任早々、枢軸側から襲撃を受けたそうじゃないか。情報が漏洩していたのではないか？」

引き金に掛かった指に力が篭る。

　プレハーノフ「そもそも、サイレント魔女とは何者なのか。我らメンシェビキ党にも、説明をするべきではないのか！」

引き金を引く。破裂音。

顔を塗料で真っ赤にしたプレハーノフ、肩を震わせ、拳銃を床に叩きつける。

　スターリン「サイレント魔女については、重大な機密事項だ。おいそれと漏らせることではない」

　プレハーノフ「しかし！」

　スターリン「先の襲撃に、カメンスキーなる男が参加していたという」

スターリンの目が暗く光る。

　スターリン「心当たりはいか、プレハーノフ」

プレハーノフ、慌てて。

　プレハーノフ「し、知らん！　とにかく、貴殿らが我らの軽視を続けるというのなら、こちらにも考えがある！　覚悟しておけ、紅いツァーリ！」

逃げていくプレハーノフ。閉まる扉。

　スターリン「やつは、あれでばれていないつもりなのか？」

　ヴォローシロフ「故に救われないのでしょう」

　スターリン「まぁいい。奴も不確定要素ではあるが……放っておいても構うまい。問題はヒトラーだ」

　フルシチョフ「しかし血濡れの総統殿も、均衡を崩せばどうなるか分からぬわけではないでしょう？　あまり無茶なことはしないのではないですかな」

　スターリン「だと、いいがな」

遠い目。

　スターリン「世界の全てを奪い尽くす。それが今の、奴の存在理由だ」

○駅前

並んで歩いている邦道とリティ（魔女服に戻した）。前を行く朝日。

　朝　日「やっぱり、あんな異世界スタイルで街中うろつくわけにはいかないわよね」

　邦　道「だからって、お前まで付き合うことなかったのに」

朝日、振り返り。

　朝　日「何言ってるのよ。あんたに任せたら、どんなセンスの悪いコーディネートができるか分かったものじゃないわ」

　邦　道「そうかぁ？」

　朝　日「大体、邦道に女の子の服なんて分からないでしょ。流行のブランド、一つでも言えるの？」

　邦　道「言えねーけど」

朝日、自信のある笑み。

　朝　日「あたしがちゃんと可愛い服選んであげるから、黙ってついてきなさい」

　邦　道「はいはい」

先に行ってしまう朝日。邦道もやる気なく追いかける。

隣にリティがいないことに気付く。

　邦　道「あれ？」

振り返ると、リティが立ち止まりしきりに後ろを気にしていた。

　邦　道「リティ？」

リティこちらに気付き、小走りに近寄ってくる。

　邦　道「どうした？」

なんでもないと首を振る。

　邦　道「？」

　朝　日「邦道、早くしなさいよ！」

　邦　道「ああ。行くぞ、リティ」

並んで、デパートの自動扉をくぐる。

○ブティック

真剣な顔で服を選んでいる朝日。

離れたところで物珍しそうに店内を見ているリティと、その後ろを歩いている邦道。

　邦　道「……こういうとこ、初めてか」

　リティ「（こくり）」

また店内に目を向けるリティに話し掛ける。

　邦　道「リティはどんな服がいいんだ？」

ちょっと悩み。

　リティ『（スケブ）目立たないものがいいです』

　邦　道「ああ、枢軸の奴らを警戒してか。でも、少しくらいお洒落してもいいんじゃないか？」

　リティ「（ふるふる）」

　朝　日「二人でなに話してるのよ？」

後ろから現れる朝日。両手に服を持っている。

　朝　日「やっぱりロリータ系が基本よね。レースのフリルがたっぷり付いてて、お姫様って感じ。リティがこれを着たら、道行く人が振り返るのは間違いないわ！」

硬直するリティ。

　朝　日「こっちはちょっと子供っぽ過ぎるかしら。でもこの子ならこれくらい派手なのでも似合うと思うのよね。普段着があれってことは、あなたもこういうのが好きなんでしょ？」

　リティ『（スケブ）ノー。』

怯えて首を振るリティ。

　朝　日「邦道はどう思う？」

　邦　道「そうだな……」

首を振りながら、助けを求めて縋りつくリティ。

　邦　道「両方買えばいいんじゃないか」

　リティ『（がーん）』

　朝　日「邦道、天才」

　リティ『（ががーん）』

　朝　日「じゃ、この二つは決定ね。……え、何？」

朝日の背中を掴み、拒絶の意思を見せるリティ。

　朝　日「お金のことなら心配しないで。全部邦道が払ってくれるから」

　邦　道「待て！　俺にそんな余裕ないことは知ってるだろ！」

　朝　日「何言ってるのよ、男の甲斐性を見せなさい！　いいわ、今日はあたしが立て替えとく。バイト代につけとくわね」

　邦　道「おい！」

　朝　日「文句あるの？　器の小さい男に、払う奨学金はないわよ」

　邦　道「ぐ！」

涙を呑む。

　朝　日「ついでだから、もう一着ぐらい見繕っておくわね」

言いながら場を離れる朝日。

　邦　道「「（ぼそぼそと）くそう……この仕打ちが卒業するまで続くのか……いつか、いつか見返してやる……」

落ち込む邦道。慰めるリティ。

リティ、突然何かに気付く。

物色を続ける朝日。

　朝　日「これもこれも、これも捨て難いわね。ほら、邦道も落ち込んでないで手伝いな……」

振り返るが、誰もいない。

　朝　日「……あれ？」

　マ　オ「いやいや、お連れさんにはこちの方が似合うアル」

そこには、眼鏡をかけたマオの姿が。名札もつけて、店員の振りをしている。

　マ　オ「リティ、言うアルか。服の選び甲斐ある、可愛いお連れさんね」

　朝　日「え……うん」

朝日、一瞬驚くものの。

　朝　日「ちょっとスカートが短すぎない？　もっとエレガントに攻めたいんだけど」

　マ　オ「大丈夫よ、活発さを前面に出しても全然いけるネ。ワタシの目に狂いないアル」

　朝　日「でも、この長さだと見えちゃわない？　演出で隠すにしても限界があるし、局がうるさいわよ」

　マ　オ「ふ、問題ないネ。チラ見えが規制に引かかるなら、最初から穿かなければいいヨ」

　朝　日「逆転の発想ね！」

拳を握る。

　マ　オ「抜け道なんていくらでもあるアル。……をを！」

マオ、白いワンピースを持って振り向く。

　マ　オ「これ、すごくいいネ！」

　朝　日「そう？　でも、あの子にはちょっと……」

　マ　オ「違うヨ、これは、あなたに似合う思うアル」

　朝　日「あ、あたし！？　だめだめ、あたしにそんな服似合わないって！」

　マ　オ「そんなことないヨ。きと皆、可愛い言ってくれるネ」

　朝　日「か、可愛いなんて、そんな」

焦る朝日。マオ、目を光らせる。

　マ　オ「誰か、可愛い言てもらいたい人いるアルか？」

　朝　日「べ、別に、そういうんじゃ……。く、く邦道ったらどこ行ったのかしら。探さなきゃ！　また来ますね！」

朝日逃げる。

眼鏡を外すマオ、自分の名札に手を当てると名札が消滅する。

　マ　オ「ほんと、可愛いアル」

にやつき、消える。

○アーケード

リティに引っ張られている邦道。

　邦　道「どうしたんだよ、突然」

リティ、立ち止まって書き書き。

　リティ『（スケブ）誰かに、見られてます』

　邦　道「な！　……マジカル枢軸のやつか？」

首を振るリティ。

　リティ『わからない』

　邦　道「そうか……」

歩みを再開する。

ついてくる足がある。

　邦　道「けど、枢軸の可能性は高いな」

頷くリティ。

ついてくる足。

　邦　道「この前のこともあるし、いつ襲ってくるか分からない」

頷くリティ。

ついてくる足。

立ち止まる二人。

立ち止まる足。

　邦　道「誰だ！」

振り返る二人。

そこで見たものは、死ぬほどびっくりしている圭の姿。

　邦　道「……お前、藤山？」

　圭　　「び、びっくりさせないで下さいよぉ～」

へたり込む圭。

　邦　道「いや、悪い。……何してるんだ、こんなところで」

　圭　　「何って、その、ここに来たのは買い物のためですけど」

口篭もるようにして。

　圭　　「邦道先輩が、朝日以外の女の子といたから……」

　邦　道「…………」

邦道、少し考えて。

　邦　道「それが、そんなに意外か？」

　圭　　「意外というか、変ですよ。駄目です」

　邦　道「駄目なのか。……朝日も来てるぞ」

　圭　　「知ってますよ、見てましたから。尚更駄目です。朝日の目の前でなんて」

　邦　道「何の話だ」

　圭　　「乙女心の話です」

リティ、圭に手を差しだす。

目っぱちくりしたあと、掴まって立ち上がる。

　圭　　「ありがとう。あの……」

邦道の方を見る。

　邦　道「ああ、そいつはリティ。俺の……恩人だ」

　圭　　「恩人、ですか？」

　邦　道「リティ。こいつは俺の高校時代の後輩。藤山っていうんだ」

圭、リティに向き直り、お辞儀。

　圭　　「あの、始めまして。新聞部で邦道先輩にお世話になった、藤山圭です」

　リティ「……」

リティもお辞儀。

　圭　　「そうだ」

　　　　　　　圭、鞄から名刺ケース、そこから名刺を取り出し、リティに渡す。絵付きだが、ファンシーというほどでもない女子高生としては落ち着いた名刺。

　圭　　「はい。困ったことがあったら、いつでも言ってください。邦道先輩の友達なら、私も友達ですから」

　　　　　　　圭を見つめて、名刺を受け取るリティ。

　　　　　　　圭笑う。リティも微笑む。邦道も、小さく笑い。

　朝　日「邦道！　何で突然いなくなったりするのよ！　……あれ、圭？」

朝日も現れる。

　朝　日「どうしたの、こんなところで」

　圭　　「朝日こそ。私が買い物に誘ったら断ったのに」

　朝　日「う。……ごめん」

　圭　　「……いいよ、電話の時より元気になったみたいだから」

　邦　道「とりあえず、一回服屋に戻るか。どうする、藤山も一緒に回るか？」

　圭　　「あ……ごめんなさい。私、行かないと」

　邦　道「そっか」

　朝　日「ああ！」

突然、朝日が悲鳴を上げた。

　朝　日「邦道、今何時！」

　圭　　「え？３時……10分前か」

　朝　日「もうそんな時間なの！？　急がなきゃ！」

走り出す朝日。

　邦　道「おい！」

　朝　日「またね、圭！」

　邦　道「たく……、じゃあ、またな」

　圭　　「はい。また今度」

　リティ「（ぺこり）」

追いかける邦道とリティ。

見送る圭。

○アーケード

走る朝日。ついていくそれ以外。

　邦　道「どうしたんだよ！」

　朝　日「ドーナツよ！」

　邦　道「はぁ？」

　朝　日「ＣＤショップ前のドーナツ屋、３時から百名様限定でオリジナルドーナツを売り出すのよ！　これがすごく美味しいんだから！」

　邦　道「そんなことか……」

行く先に、行列。

　朝　日「ああ、もう並んでる！　邦道、何人いるか分かる？」

　邦　道「分かるか！」

　リティ『（スケブ）９７人』

　邦　道「凄いな、お前……」

　朝　日「丁度、あたしたちで最後ね

並ぶ三人。息を切らしている。

　邦　道「本当に、ここまでするくらい美味しいんだろうな」

　朝　日「ふふふ。ここのスペシャルオールドパッションドーナツは凄いのよ。美食のカリスマが認めた、至高のメニューなんだから！」

　邦　道「パッション？　ファッションドーナツじゃなくてか？」

　朝　日「熱き情熱ほとばしる、血と汗と涙が売りの気合ドーナツよ！　具体的にいうと、濃厚な塩味がアクセントね」

　邦　道「最悪だな」

　朝　日「残念なのは、人数制限なんてしてることね。平等の精神に反するわ。あなたもそう思うわよね」

朝日が話し掛けた先に、小学生の女の子が立っていた。

邦道　←９８

朝日　←９９

女の子←１００

リティ←１０１

　朝　日「なんでよ！？」

　女の子「あ、あの、ごめんなさい。お姉ちゃんが変わってくれたんです。……弟が、どうしてもドーナツを食べたいって、それで、その、ごめんなさい」

　朝　日「そ、そう……」

　女の子「あの、やっぱり迷惑ですか？」

　　　　　　　首を振るリティ。

　邦　道「いいのか？」

にこにこしているリティ。

　朝　日「……もう」

呆れ顔の朝日。

○テラス

ドーナツを食べる朝日。

白い机に三人座っている。邦道はコーヒー、リティは紅茶、朝日はパフェ。

　朝　日「優しいのはいいけど、遠慮ばっかしてるのも良くないわよ」

ぱちくりするリティ。

　邦　道「そう責めるなよ」

　朝　日「責めてないわよ。ただ言葉は力なんだから、主張するべきは主張しないと。正当な罪には謝罪と賠償を請求するべきなのよ！」

　リティ『（スケブ）一人でも多くの人が、幸せになってくれれば』

　リティ『（スケブ）私は、それでいいですから』

はにかむリティ。

朝日、笑いの混じった呆れ顔。

　朝　日「……もう。仕方ないわね。魔女ってみんなそうなの？」

　邦　道「ほら、半分」

ドーナツ半分差し出す邦道。リティ両手と首を振る。

　邦　道「遠慮するなって言われたばっかりだろ」

リティ、躊躇いがちに受け取る。

　朝　日「甘いんだから、邦道は。はい」

　邦　道「ん？」

朝日、半分食べたドーナツの残りを二つに割って、片方を邦道に渡す。

　朝　日「一人だけ一個食べたら、あたしががめついみたいじゃない」

　邦　道「誰もそんなこと言わねえって」

そのやり取りを見ていたリティ。自分のドーナツを半分に割って朝日に。

　朝　日「ちょっと……」

　邦　道「永遠にループさせる気かよ……」

○テラス

手を拭きながら、トイレから出てくる朝日。

一人で待っているリティ。

　朝　日「邦道は？」

リティの視線の先には、男子トイレ。

　朝　日「そう」

沈黙。

　朝　日「……ねえ」

朝日、リティを見ていない。

　朝　日「あなたは、マジカル枢軸っていう悪い奴らと戦ってるのよね」

　リティ「……（こくん）」

　朝　日「さっきみたいに、銃とか、武器で戦ったりするのよね」

公園で、ノイジーと戦っているときの回想。

朝日、リティを見る。

　朝　日「一つだけ答えて。邦道の安全はどうなるの？　……危険なのよね、やっぱり」

リティ、笑う。

○マジカルソビエト、地下

石造りの広いドーム状の空間に、巨大な天秤が設置されている。

階段はない。出入り口はエレベーターが二つある。エレベーターの一つは塞がれている。

天秤を見上げているフルシチョフ。

フルシチョフの後ろから、スターリンが話しながら近付いて来る。

　スターリン「人の思想から生まれ出た魔女は、人を傷つけることができない。それは、自らを傷つけることと同じだからな」

立ち止まる。

　スターリン「マジカル枢軸の魔女が、直接赤井邦道を狙うことはない。そしてパートナーである赤井邦道から信じる心……思想エネルギーが供給され続ける限り、サイレント魔女であるリティに負けはない」

フルシチョフ、振り返る。

スターリンが言う。

　スターリン「天秤も、近く均衡を取り戻す。やがて左へと傾くだろう。今のところ、全ては順調にいっている」

　フルシチョフ「なるほど、そういう時ほど不測の事態というものは起こる。それが人生というものですな」

　スターリン「分かっているのなら、油断するでないぞ。フルシチョフ」

天秤に触れる。

　スターリン「この天秤が役目を終える、その時まで」

○ブティック

試着室。リティがふりふりのドレスを手に躊躇っている。

服を見ながら会話する、邦道と朝日。

　朝　日「服を選びに来たのに、随分遠回りしたわね」

　邦　道「そもそも、お前がドーナツとか言い出すからだろ」

　朝　日「邦道が突然いなくなったりするからでしょ！　……はぁ」

　邦　道「どうした？」

画面には，リティの着替え風景。

　朝　日「本当に、元気になったみたいね」

　邦　道「何の話だ？」

　朝　日「憲法改正のことで、随分凹んでたじゃない」

　邦　道「ああ……。悪いな、お前にも心配かけた」

　朝　日「悪いと思うなら、これからも活動に精を出すこと」

　邦　道「分かってるよ」

ソックスを履き替えようとして転ぶリティ。

　朝　日「……あの子のお陰なのよね」

　邦　道「ああ」

　朝　日「……いい子よね。すごく真っ直ぐで、ちょっと羨ましいわ」

　邦　道「お前がそれを言うのかよ」

　朝　日「え？」

朝日が発見したのは、マオに似合うと言われた白いワンピース。

その時のことを思い出し赤面。逡巡。決心。

　朝　日「ね、ねえ邦道」

　邦　道「ん？　……お」

着替えを終えたリティ、きらきらと登場。

　リティ『（スケブ）どうですか？』

邦道、赤面。

　邦　道「あ、ああ。なんだ、可愛いんじゃないか？」

ドキッとする朝日。

はにかむリティ。

朝日、手にしていたワンピースを元あった場所に戻す。

　朝　日「……」

いつのまにか、朝日の前にリティが立っていた。

朝日、強張っていた表情を弛める。

　朝　日「似合ってるわよ、リティ」

リティ、笑う。

○ビルの屋上

リティ達を見下ろす、カメンスキー。

　カメンスキー「くだらん」

ブティックから出てくる、楽しそうなリティ。

　カメンスキー「浮かれていられるのも今のうちだ、スターリン。最後に笑うのは私だ」

　マ　オ「楽しそうアルな、プレハーノフ」

　カメンスキー「私の名はカメンスキーだ！」

現れるマオ。

　カメンスキー「貴様、マオ！　……なんの用だ」

　マ　オ「ちょと、釘を刺しに来ただけヨ。リンを追い落とすことしか考えてない、お面マニアの変態にネ」

　カメンスキー「は。スターリンと袂を分かった貴様に言われたくはない。どうせ貴様も奴の椅子が目当てなのだろう」

　マ　オ「好きに思うヨロシ。……ただ、ワタシはそんなことのために、敵と内通したりはしないアル。いずれ自分の首をしめることになるヨ、カメンスキー？」

　カメンスキー「……」

にらみ合う。

○朝日の家、玄関先

玄関先に三人。

邦道が朝日に言う。

　邦　道「本当にいいのか？　リティに部屋を貸してくれるって」

　朝　日「だって、邦道の部屋に泊めるわけにはいかないじゃない。他に当てもないんでしょ」

　邦　道「それはそうだけどさ」

　朝　日「それに、社会のために戦ってくれてるんだもの。一活動家として、放っておくわけには行かないわ！」

　邦　道「はは、朝日らしいな」

　リティ『（スケブ）ありがとうございます』

　朝　日「（照れて）お礼を言われるようなことじゃないわよ」

　リティ「……（にこり）」

リティの笑顔に、笑い返す朝日。

　邦　道「それじゃあ、頼んだぞ朝日」

　朝　日「任せなさい！」

　邦　道「リティも、朝日はともかく家の人に迷惑かけるんじゃないぞ」

　リティ『（スケブ）頑張ります』

　朝　日「どういう意味よ！」

○マジカル枢軸

城内。

　ノイジー「先生？　アディ姐さん？　いないの？」

会議室に顔を出すノイジー。げっ！　と嫌そうな顔。

そこには、ヒムラーが一人。

　ヒムラー「総統閣下と宣伝相なら、既に演説の舞台へ向かいました」

　ノイジー「ヒムラー……」

　ヒムラー「親衛隊長、と呼んでもらいましょうか」

　ノイジー「はいはいはい。すいませんでした失礼しちゃいます」

　ヒムラー「待ちなさい」

ヒムラーがノイジーを見る。

　ヒムラー「人間界で、サイレント魔女に遭遇したそうですね」

　ノイジー「サイレント魔女？」

　ヒムラー「リティという魔女のことです」

　ノイジー「あ、うん。そんな名前だって、仮面好きが言ってたっけ」

　ヒムラー「……ああ、プレハーノフですか」

　ノイジー「カメンなんとかって名乗ってたけど」

　ヒムラー「プレハーノフです」

考え込む。

その隙に去ろうとするノイジー。

　ヒムラー「ノイジー」

が、再度呼び止められる。

　ヒムラー「サイレント魔女の、パートナーに気をつけなさい。おそらくは彼が鍵となるでしょう。サイレント魔女にとっても、あなたにとっても」

　ノイジー「？」

虚空を睨むヒムラー。

○マジカル枢軸

ごつごつした地形。

人型の立て看板がせり上がり、現れた端から銃撃され消えていく。

両手に大型の銃を持った、ブロンドの人影――ブッシュ、次々板を撃ち砕いていく。

上空、虚空からヘリコプター型の看板も現れる。全身に身に付けた装備や岩陰に隠した重火器によってすべて屠る。

最後に出てきたスターリンの看板。

　ブッシュ「バンっ！」

　　　　　　　丁度頭を打ち抜く。

すべて終わって、拍手の音が響いた。

　コイズミ「流石ですわ、ブッシュ様」

現れたのは、和服の女性――コイズミ。

ブッシュ、そちらを一瞥して。

　ブッシュ「あなたもやってみれば、コイズミ」

　コイズミ「まぁ、私にはとても無理ですわ」

　ブッシュ「よく言う」

ブッシュ、苦笑。

　ブッシュ「それで？」

　コイズミ「お迎えに上がりました。――ヒトラー様の演説が始まりますわ」

○マジカル枢軸、執務室

人けのない部屋、ヒトラーが歩いている。腕には、人の形をした奇怪なぬいぐるみを抱いている。

額にADAMと刺繍されたぬいぐるみを台座におき、バルコニーに出る。

○マジカル枢軸

枢軸の世界。

山ほどの人、人、人。日の丸、星条旗、そして鉤十字の旗が翻る。

バルコニーに立ったヒトラー、眼下に広がる群集を見下ろす。

尖塔の最上階。

そこにいるゲッベルス、魔法陣の上で目を閉じて手を広げる。

光りだす。

枢軸中に映し出されるヒトラーの映像。洗脳されるかのように、うつろな目で熱狂する枢軸の住人達。

演説が始まる。

　ヒトラー「諸君。感謝する。諸君らの働きにより、私は再びこの地に舞い戻ることができた！」

歓声。

沈静。

　ヒトラー「約束しよう。私は皇帝となる。支配する。温情を持たぬ暴君となる」

マジカル枢軸の世界。

　ヒトラー「魔女も、魔法使いも、ただの人間も。人類がお互いに助け合うことはない。他人の不幸を念願とし、憎しみあうことでしか幸せを得られない。世界の富には限りがあるからだ」

現代地球。

　ヒトラー「そう、人生の本質は束縛と苦痛であるのに、平和という堕落が人類を毒し、愛情を狂わせ、戦争を喜劇とした」

ブッシュ、コイズミ。

　ヒトラー「ゆとりは怠惰を呼び、平等は競争力を奪い、人類は疑うことを知らぬ愚者へと成り下がった。感情だけがあって思想がなく、主体性が失われた。思いやりより知識が必要である。知識がなければ、何かを残すことなど出来はしない」

深夜、電気を消してベッドに横になっているリティ。

寝返りを打つ。枕元に、邦道からもらったスケッチブック。

　ヒトラー「（ヒトラーの声）ネットワークには我々を反発させ、人類の悪意を呼び覚まし、世界を分断する作用がある。私の声は全世界には伝わらない。だが選ばれた者にさえ届けばいい。声が届かないことはそれだけで罪なのだ。失望することさえ、ままならぬ」

嬉しそうにスケッチブックを抱くリティ。

　ヒトラー「（ヒトラーの声）平和はやがて姿を消し、安堵もやがて消え去り、国際主義者は死に絶える。優たる人は再び権力を取り戻し、結束は決して失われぬ」

マジカル枢軸の世界。

　ヒトラー「兵士諸君、大義の犠牲となれ！　国際主義者の奴隷になるな。彼等は諸君を歎き、甘言を用いて家畜の様に飼いならそうとしている。彼等は人間ではない。心身とも犬猫に等しい。諸君は畜生ではない、人間だ。心に大義を抱いてる。矜持を忘れた者だけが自らを貶めるのだ。博愛を排し、己の為に戦え！」

ヒトラー。

　ヒトラー「シャンバラは、この地にある。全ての敵を滅ぼした後に。我々の目指す先に！」

群集。アベやアソー。

　ヒトラー「諸君は他者を踏み越える強さを持っている。人生とは穢れ、簒奪され、だがその中で勝ち取るものだ。諸君の力を国粋主義の為に集結しよう。よき世界の為に闘おう。青年に希望を与え、老人に保障を与えよう。国際主義者も同じ約束をした。だが彼らは約束を守らない。偽りの平和を語り、大衆を生ける屍とした」

はためく旗。城壁。

　ヒトラー「戦おう、結束を果たす為に！　この地に勝利をもたらし、堅固な城壁を築き、怠惰と偽善を追放しよう！　誇りの為に戦おう。文化の進歩が我々を頂点に導くように、兵士諸君、国粋主義の為に団結しよう！」

ヒムラーが言う。

　ヒムラー「始まりますね、復讐が」

　ゲッベルス「復讐……？」

ゲッベルス、意外そうな顔をしてから、小さく笑う。

　ゲッベルス「そう、あなたには復讐なのね」

　ヒムラー「宣伝相？」

　ゲッベルス「なんでもないわ」

不思議そうに見るヒムラー。

スターリン。

　ヒトラー「（ヒトラーの声）聞こえているか、マジカルソビエトよ。スターリンよ。今より貴様らを打ち滅ぼしに行こう。せいぜい社会主義とやらに祈るがいい」

リティと邦道。

　ヒトラー「（ヒトラーの声）見よ、太陽が消え去った。暗い雲が覆っている。闇が世界を覆い始めた。戦争の足音が近づいている。人類は貪欲と憎悪と暴力を必要としているのだ」

ヒトラーのアトリエにある、天使の絵。

　ヒトラー「（ヒトラーの声）人の魂は翼をもがれた。死ぬまで地を這うことしか出来ない。虹には決して届かない！　希望に輝く未来などない！」

ヒトラー。

　ヒトラー「輝かしい未来は、君と私で奪いに行こう！　千年に渡り君臨する、我らの王国を築こう！　ただ我らだけの、神の国を！」

大歓声。

　　　続く。

